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研究成果の概要（和文）：　発達性ディスレクシアは、読みの困難さを主徴とする発達障害である。本研究はデ
ィスレクシア児の読みの習熟に影響する音韻障害および関連する言語能力に関して、行動学的評価および認知神
経科学的評価を行った。その結果、発達性ディスレクシア児の中に、音読速度に反映される音韻障害に加え、格
助詞に使用や動詞の態変換といった非音韻性の言語障害を合併する事例がいることが明らかとなった。さらに発
達性ディスレクシア児は、定型発達児に比べて、文字を読む課題中に左紡錘状回や中・下後頭回での脳活動に差
があることが示された。

研究成果の概要（英文）：Developmental dyslexia is a developmental disorder characterized by 
difficulty in reading. This study conducted behavioral and neurocognitive evaluations for 
phonological disorders and related verbal skills that affect dyslexic children's reading 
comprehension. It became clear that some children with developmental dyslexia show impairments in 
non-phonological language such as the use of case particles and verb conversion, in addition to 
phonological disorders reflected in their reading speed. Furthermore, compared to children with 
typical development, children with developmental dyslexia showed differences in brain activity in 
the left fusiform gyrus and in the middle and inferior occipital gyrus during the reading task.

研究分野：臨床神経心理学

キーワード： 発達性ディスレクシア　音韻障害　非音韻性言語障害　機能的磁気共鳴画像法
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究の結果、ディスレクシア児の中には、音韻障害に加えて、音韻以外の言語面の障害を合併する例が存在
することが示された。現在、ディスレクシア児には文字を音に変換する指導・訓練が行われている。しかし言語
障害が合併している場合、文字を音にできたとしても、文章の読解で困難さが継続する可能性があり、そういっ
た例には指導法の工夫も必要となるだろう。そして、発達性ディスレクシアの認知神経科学的モデルを検討する
際には、音韻障害だけでなく、非音韻性言語障害の併存の可能性や、その影響を加味する必要がある。こうした
点を明らかにしたことが、本研究成果の社会的・学術的な意義と言える。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

 文字言語は子ども達にとって学校での教科学習に必要なだけでなく、生涯にわたって自らの

知性を育むための道具としても重要である。しかし、視覚や聴覚、知能に問題がなく、さらに

学習の機会や意欲があるにもかかわらず、文字言語の習得・利用に困難を抱える子どもが存在

する。そのような困難は発達性ディスレクシアと呼ばれ、学習障害でも中心的なものとして位

置づけられている。現在、学習障害への社会的な関心が高まり、個人に合わせた教育的支援の

実施が求められている。しかし、ディスレクシア児に対する指導において、「どのような児童」

に「どのような学習法」が効果的なのかに関する情報は不足しており、現場スタッフを悩ませ

ている。さらに近年まで日本の発達性ディスレクシアには障害の操作的定義がなく、評価用の

標準化、つまり信頼性と妥当性を検証された検査が不足していたため、彼/彼女らへの取り組み

は欧米に比べ遅れていた。 

 欧米では発達性ディスレクシアの障害機序とその神経基盤の研究が進められており、「音韻障

害説」が最も有力である。読字には文字から音への変換を習得する必要があるが、それには文

字に対応する母国語の音韻表象の存在が前提となる。しかし、ディスレクシア児は音韻表象の

形成が困難で、単語の文字列と音韻表象とを対応する「文字－音韻変換」の獲得が困難となる。

この変換処理が滞ると、単語形態と対応する語音との結合が妨げられ、結果として語単位の自

動的かつ高速な処理が構築できず、音読速度も遅くなると考えられている（障害機序）。 

本研究は日本人の子どもが読みに習熟する過程で、脳内でどのような変化が生じているのか

を検討するために開始された。しかし、個々のディスレクシア児を丁寧にみていくと、読みの

習得の基礎となる言語能力にも困難さをもつ事例がいることが明らかとなった。そこで音韻障

害に関連する神経基盤を検討するとともに、非音韻性の言語能力（本研究では構文能力）にも

注目して行動学的側面と認知神経科学的側面から研究を行うことに至った。 

 

２．研究の目的 

 本研究の目的は発達性ディスレクシアを説明可能な読みの習熟に関わるモデルを作成する基

礎的資料を得ることである。 

 研究１：発達性ディスレクシアの背景にある音韻障害と、非音韻性の言語障害の併存につい

て明らかにする。 

 研究２：発達性ディスクレシアの音韻障害に関わる神経基盤について明らかにする。 

 

３．研究の方法 

研究１-１：構文検査の作成 

 福田ら（2014）を参考に構文能力スクリーニング検査（以下、構文検査）を開発し、それを

小学生２年生から６年生の児童に実施した。参加児童の非言語性知能をレーヴン色彩マトリッ

クス検査（Raven's Colored Progressive Materices：以下 RCPM）をもちいて評価した。また

言語関連検査として，理解語彙は絵画語い理解力検査（Picture Vocabulary Test-Revised：以

下 PVT-R），語用論的理解力は安立（2006）の比喩・皮肉文テスト（Metaphor and Sarcasm Scenario 

Test：以下 MSST）をもちいて評価した。さらに音読検査（稲垣、2010）を行った。分析は RCPM

の成績が正常範囲内（当該学年の平均得点からマイナス２標準偏差の値以上の成績）で、さら

に音読検査で発達性ディスレクシアの診断基準を満たさない児童を対象とした。また行動面お

よび社会性について質問紙を行い、基準を超えていた児童も分析から除外した。 

 開発した構文検査は３つの課題からなる。いずれも頭部が丸と三角の登場人物２名による動



作の絵を呈示して行った。動詞の親密度は課題間で有意差がないように配置し、また「壊す」

や「ぶつける」といった「加害者－被害者関係」を生じる動詞は、加害者が片方の登場人物に

偏らないように入れ替えた。格助詞の補完課題は、被検児に格助詞が抜けた不完全な文と絵を

呈示して、絵の状況を表現する上で適切な格助詞を補完するように求める（図１）。態の産出課

題は、被検児に動詞の語尾が抜けた不完全な文と絵を呈示して、絵の状況を表現する上で適切

な動詞の態を算出するように求める（図２）。文の理解課題は、被検児に状況の説明文と４つの

絵を呈示して、文に合致する絵を１つ選ぶように求める（図３）。 

   

図１格助詞の補完課題    図２態の産出課題        図３文の理解課題 

 

研究１-２：音韻障害と非音韻性言語障害の併存 

 発達相談に来所した小学２年生以上の児童・生徒 38名に前述の音読検査と構文検査を行った。

参加者は WISC 知能検査で全検査知能指数または知覚推理のいずれかが 80以上とした。今回の

分析では、各検査に含まれる課題のうち２つ以上の課題で当該学年の平均値から 1.5 標準偏差

以上の成績低下があった場合を機能の低下と考えた。そして音読検査での低下を音韻障害の指

標、構文検査での低下を非音韻性の言語障害の指標とした。なお中学生の参加者は、小学６年

生の成績を基準に低下の有無を判断した。 

 

研究２：発達性ディスクレシアの音韻障害の神経基盤 

 機能的磁気共鳴画像法をもちいて、「文字－音韻変換処理」を必要とする語い判断課題（音韻

付加型）を課題遂行しているときの脳活動を測定した。参加者は日本語を母国語とする定型発

達児 28名とディスレクシア児 23名である。ディスレクシア児は WISC 知能検査で全検査知能指

数が 85以上、かつ音読検査の音読時間が学年平均時間から２標準偏差以上の延長が、２つ以上

の課題で認められた児童・生徒とした。定型発達児は RCPM で当該学年の平均範囲内であり、か

つ音読検査にて音読時間の延長が認められない児童・生徒とした。機能画像データの解析には

SPM12 をもちいた。 

 

４．研究成果 

研究１-１：構文検査の作成 

 格助詞の補完課題、態の産出課題、文の理解課題からなる構文検査をもちいて、学童期（２

～６年生の定型発達児 64名）の構文能力の発達的変化の評価、および検査の妥当性と信頼性を

検討した。その結果、格助詞を利用する能力や文の理解能力は３年生で獲得されていた。また

態を使い分ける能力は４年生に獲得されていた。３課題の成績は互いに相関し、一方で理解語

彙（PVT-R）や語用論的理解力（皮肉）、音韻能力（音読検査の音読速度）とは相関せず、独立

した構文能力を評価していることが示された。また格助詞の補完課題と態の産出課題では比較

的高い内的一貫性（α係数＞0.7）が示された。しかし、文の理解課題の内的一貫性は低かった

（α係数＝0.51）。これらの結果から、作成した構文検査は発達性ディスレクシアに合併する構



文能力の低下を評価する上で適切な検査だといえる。 

研究１-２：音韻障害と非音韻性言語障害の併存 

 発達相談に来所した児童・生徒 38 名中、音韻能力・構文能力のいずれも低下が認められない

児童・生徒は 10 名であった。残り 28名のうち、音韻能力の低下のみが認められた児童・生徒

は 9名で、構文能力の低下のみが認められた児童・生徒は 5名であった。そして、音韻能力と

構文能力の両方に低下がみられた、つまり合併していた児童・生徒は 14名であった。以上の結

果から、発達性ディスレクシアの診断基準に合致する児童・生徒の中に、言語機能（本研究で

は構文能力）の低下をともなう例が存在することが示された。 

研究２：発達性ディスクレシアの音韻障害の神経基盤 

 定型発達群とディスレクシア群との比較では、単語に対して左紡錘状回の活動が定型発達児

はディスレクシア児に比べ、有意に高くなっていた。一方、非語に対しては左紡錘状回に加え、

中・下後頭回の活動が定型発達児はディスレクシア児に比べ、有意に活動が高くなっていた。

本研究の結果から、紡錘状回は単語認知に関連する領域として、一方で中・下後頭回は日本語

の仮名文字を音への変換するために重要な領域として、それぞれ知られており、これらの領域

での活動が発達性ディスレクシアにおける読みの困難さに関連すると考えられた。 

成果のまとめ： 

 本研究から、研究１）発達性ディスレクシア児の中に、非音韻性の言語障害をともなう例が

存在すること、研究２）発達性ディスレクシアは定型発達児に比べ、仮名文字を読む際に単語

認知に関わる脳領域や「文字-音韻変換」に関わる脳領域における活動が低いことが示された。

発達性ディスレクシアを説明可能な読みの習熟に関わるモデルを作成する上で、音韻障害とと

もに非音韻性の言語障害の存在も視野に入れたモデルを作る必要があることが示唆された。 
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